
 
広島市立井口台小学校 
平成２６年９月３０日 

  

 井口台小学校児童の健康の保持増進を図り、保健活動を充実させてくために、 

８月２７日に学校医の先生方、ＰＴＡ役員の方々にご来校いただき、 

学校保健員会を行いました。その内容をお知らせします。 
 

 
 

１ 児童の体位について                  
左表は、４月に行われた定期健康診断

の結果です。全国・広島市平均は平成２

５年度の数値です。太字は全国平均を上

回っているものです。 

 表から見ても分かるように、本校の児 

童の体格は全国・広島市と比較して身長

も低めで、体重も軽いです。しかし、学

年別にみていくと内科検診で肥満傾向

があると言われた児童が１年生に多く

みられました。肥満度（標準体重に対し

て何％増えているかで軽度、中等度、高

度肥満と分類する）を調べると、中等度

肥満の児童が高学年からみられます。 

その原因のひとつに偏食があげられ

ます。好きな物だけ、たくさんの量を食

べていると、将来生活習慣病に悩まされ

ることになります。小学生は、成長期で

あり、大事な時期です。ご家庭におかれ

ましてもバランスのよい規則正しい食

事・適度な運動・十分な睡眠を普段から

心がけていただき、心身共にたくましい

児童に育ってほしいと願っています。 

 
 

２ 歯垢について 
 

永久歯の歯列・咬合、顎関節、歯垢、歯肉の学年別状況（軽度の者も含む） 

 

歯垢・歯肉に異常がある者の割 

                         合は昨年度より増加しおており、

歯肉異常は（昨年度 2.7%,今年度

5.4%）と昨年の約２倍に増えてい

ます。 
 

「歯垢」とは、歯の表面にくっつ 

いた白いネバネバのことです。細

菌がかたまってできていて、むし歯や「歯周病」という歯ぐきの病気の原因になります。 

歯垢を取り除く、つかないようにするには、歯を磨くことです。ご家庭で丁寧に歯を磨

くよう声をかけていただくだけでも効果があると思います。しっかり声かけをし、子ども

たちに歯みがきを習慣づけさせるようお願いします。 

ほけんだより９月臨時号 

  １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計 

受検人員 ６８ ６８ ７２ ９６ ７９ 100 483 

歯列・咬合 ６ １２ ２１ ３１ ６ ２９ 105 

顎関節 ０ ０ １ ０ ０ ０ １ 

歯垢 １ ３ １２ １２ ５ ３６ ６９ 

歯肉 ０ ０ ４ ０ ４ １８ ２６ 

小 計 ７ １５ ３８ ４３ １５ ８３ 174 

  
性別 男子 女子 

項目 身長㎝ 体重㎏ 身長㎝ 体重㎏ 

１

年 

本 校 １１６．１ ２１．９ １１５．４ ２０．３  

広島市 １１６．３ ２１．３ １１５．２ ２０．７  

全 国 １１６．６ ２１．３ １１５．６ ２０．９  

２

年 

本 校 １１９．２ ２３．８ １２１．２ ２３．３  

広島市 １２１．９ ２３．７ １２１．２ ２３．３  

全 国 １２２．４ ２３．９ １２１．６ ２３．５  

３

年 

本 校 １２６．８ ２４．７ １２５．６ ２４．０  

広島市 １２７．７ ２６．８ １２６．９ ２６．２  

全 国 １２８．２ ２７．１ １２７．３ ２６．４  

４

年 

本 校 １３３．２ ２８．６ １３４．１ ２９．１  

広島市 １３３．２ ３０．１ １３３．２ ２９．７  

全 国 １３３．６ ３０．４ １３３．６ ３０．０  

５

年 

本 校 １４０．６ ３４．０ １３９．０ ３２．２  

広島市 １３８．７ ３３．８ １３９．７ ３３．６  

全 国 1３９．０ ３４．３ １４０．１ ３４．０  

６

年 

本 校 １４４．９ ３６．２ １４４．６ ３７．６  

広島市 １４４．５ ３７．９ １４６．３ ３８．４  

全 国 １４５．０ ３８．３ １４６．８ ３９．０  

 

 

 



３ 保護者・教職員からの質問事項への回答 
 

出席いただいた学校医、学校薬剤師の先生方にお答えしていただきました。 

 

Ｑ１．成長痛はどのくらいで直りますか？  

Ａ．膝、かかとに主に症状がでる。両方同時に痛みが出るので、片方だけ痛みが出る

ときは、病気の可能性が考えられるので整形外科への受診をお勧めします。 

 
Ｑ２．視力低下が気になりだしたらまず何をすべきですか。 

Ａ．蛍光灯からＬＥＤライトに代わりつつあるが、ＬＥＤは青５０％白５０％の光で白

に見える。 青の光は体内時計に影響があり、夜でもＬＥＤの光を浴びることにより

体が、昼間と認識してしまいます。夜は子どもの成長ホルモンが分泌されることを考

えれば、ＬＥＤを光源とするパソコン・スマートフォンは、２２時以降は使用しない

ほうがでしょう。 

 

Ｑ３．ＴＶゲームなど、成長期の子どもにどんな影響があるのでしょうか。  

Ａ．今話題の「スマホ育児」をご存知でしょうか？スマホ育児とは、スマホや端末タブ

レットを乳幼児に渡しアニメ等を見せて育児することです。日本小児科医会は「２歳

まではテレビやビデオの視聴をやめましょう」との呼びかけと、「スマホに子守をさ

せないで！」と題したポスターを作製しました。乳幼児からスマホで育児された子ど

もは、言語中枢の発達が遅くなると言われています。殺人ゲームはリセットできるの

で、現実の世界でも可能と思い込み、青少年の殺人事件が増加しているのもその一因

ではないかとも言われています。テレビは「眼の毒、頭の毒」とも言われているので、

ノーＴＶデー・ノーゲームデーを設けるのが望ましいと思います。子供向けのテレビ

教育番組が言語能力を促すと言われています。家庭環境や成長具合を考慮し、アプリ

を選別して、保護者が自覚的に電子メディアを使うことが必要だと思います。 

 
Ｑ４．視力の悪い子どもは眼鏡をかけさせた方が良いでしょうか。  

Ａ．もちろんかけた方が良いです。特に高学年は０．５以下になったら眼鏡が必要です。 

 

 

 

 
 

Ｑ５．鼻うがいはアレルギーの人が行ったら良いですか。  

Ａ．昔は流行ったけど耳に入ると中耳炎になるので今はあまりやらない。副鼻腔炎の治

療の１つとして鼻水の粘度を下げるためにやることもあるので、それが広がりを見せ

ているのではないでしょうか。鼻うがいを行うときは、真水で行わず、生理食塩水を

使うよう気をつけてください。 
 

   
Ｑ６．鼻血が出た後、何分ぐらいしたら水泳をさせて良いでしょうか。  

Ａ．１０分のぐらいで止まると思うので、その後は水泳を行っても良い。再度出血し

たら泳がないほうが良いです。 

 

裏へ続きます。 
 

 

 



Ｑ７．花粉症などに対して子どもたちが発症しないようにするため、何かてだては無いで

しょうか。  

Ａ．発症を抑えるためには、花粉のつきにくい服を着る、窓を開けっ放しにしない、花

粉専用のマスクが効果的です。 

 

Ｑ８．口内炎が良くできます。できたときの対処方法を教えてください。  

Ａ．口内炎のできる原因は良くわかりませんがが、薬でのうがいが口内炎になりにくい

です。小学生の高学年になるとホルモンの関係で、「思春期性歯肉炎」になるので知

っていることが必要です。「思春期性歯肉炎」は、歯ぐきが腫れる → 出血 → 怖

くてあまり歯磨きができない → 歯肉炎の悪化と繋がります。また、矯正治療をし

ていると、う歯が増える傾向があるので適切な手入れが必要です。 

 

 
保護者の皆様のご協力のもと、たくさんの情報を学校医、学校薬剤師の先生方から得る

ことができました。ありがとうございました。学校保健委員会で話し合われたことを、日

常の学校生活でも生かしていきたいと思います。ご家庭でも活用できる 

情報はとり入れていただき、子どもたちの健康管理を学校と家庭で連携 

しながらおこなっていきたいと思います。ご協力よろしくお願いします。  

 


